
〒939-2516 富山県南砺市利賀村坂上 18  

        南砺利賀みらい留学センター 

TEL : 0763-77-4103 ／ FAX ： 0763-77-4037 

MAIL : nanto-toga-mirai@p1.tst.ne.jp 

WEB : http://www.nanto-toga.com/ 

 

 

  

南砺利賀みらい留学

はじめに 

暑い夏が終わり、一気に気温が下がったなぁと思ったものの、一転して夏の陽気が戻ってくるなど、今年は

「本当に秋なのだろうか…？」と疑問に思ってしまうような季節がやってきた。 

１０月は利賀の山村留学生にとってはおそらく最も忙しい時期なのではなかろうかと私は思う。留学センタ

ーでは１１月１６・１７日の収穫祭に向けた準備や練習などが本格的に始動し、学校では学習発表会「金剛

祭」に向けた取り組みが最盛期を迎えるからだ。それに加えて、後期課程の留学生は部活の新人大会への出場

やそれに向けた練習などにも熱量を注いでいる。 

 「皆、さぞかし大変で疲れているのだろうなぁ…」と少し気の毒がってみたものの、休日の留学生の様子を

見るとそれは杞憂だったようだ。「センター裏のシイタケがたくさんとれたから、焼シイタケ作ろう！！」と一

人の後期課程の留学生が声を挙げると、「あ、いいね。」「僕もやりたい！」「私も！」とたくさんの人数が集ま

った。何度か様子を見に行くと、和気あいあいと準備をし、無事に焼きあがったシイタケを頬張る姿があっ

た。結局、風呂に入れるか入れないかの瀬戸際まで、活動を楽しんでいたようだ。 

 私たち指導員は、年間を通して様々な体験活動を企画、指導している。今回、子どもたち自身が「やりた

い！」と自分で選び取ったこの活動は、大人が体験させるどんな活動よりも、子どもたちの躍動感が満ち溢れ

ているように感じられた。そしてそれは利賀の自然の恵みが、子どもたちの心を動かし、育ててくれているの

だという事を改めて実感するひと時となった。 

 これからも、そういった「やりたい！」に繋がる種を子どもたちに蒔いていけるよう、利賀の色々なところ

に目を向けていきたい所存である。 

邑上 貴厚 

 

【活動日程】 

9／28 週末コース②（～29日） 

10／2 センター活動開始 

10／5 （前・９年）利賀ダム見学 

      畑の作業 

１０／６ エコフラポット花植え参加 

１０／１０ （後）脱穀 

１０／１２ （前）個人体験活動（～１３日） 

１０／１４ 脱穀 

１０／２０ 保護者来園行事 

       脱穀 

１０／2１ ホームステイ開始 

しいたけ 

焼くよ！ 
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現在建設中の利賀ダムを見学する会が今年もあり、前期課程生と 9

年生が参加しました。普段立ち入ることのできない道路や工事現場を

見学します。地底に続くトンネルを通り、「異世界に続くトンネルだ

ー」「アトラクションみたい！」と非日常的な空間にわくわく！ 

利賀川の水を流している水路トンネル（転流工）では、地図を見な

がら「センターの横から浮き輪に乗って流れてきたら面白そう」と想

像していました。 

帰り道ではダム完成後に沈んでしまう谷や道路を眺めて、見学会は

終了。今後変わってしまう風景も含め、貴重な見学をすることができ

た時間でした。 

10／5 利賀ダム見学 

10／6 エコフラポット花植え 

ペットボトルキャップゴミを加工して作られたエコフラワーポ

ットの花植えイベントに参加しました。草花の苗を 2 種類選び、

見栄えよく植えていきます。土の入れ方などのコツを講師の方や

地域の皆様に教えていただき、可愛らしく仕上げることができま

した。また、南砺市産スギ材の廃材を活用したコースターもいた

だき、循環型社会について考える活動となりました。 

完成したフラワーポットはセンターの前に飾り、各自大切にお

世話しています。 

ぼくは利賀ダム見学に行きました。ぼくは最初、利賀ダムってどんなところなんだ

ろうと思っていました。ぼくはバスに残っているあいだ、しりょうをみていました。ぼ

くは「へー」と思うことだらけでした。じっさいに見学してみたら「すごい!!」と思うこ

とだらけでした。すごく楽しかったです。（そうすけ） 

週末コース② 秋の味覚探し・稲刈り

 
主に南砺市の小・中学生を対象とした週末コース。今年度２回目

の活動を 9月 28～29日に行いました。 

１日目は雨が降る中でしたがかっぱを着て野外散策。むかごをと

ってきて火をおこし、むかごご飯を作りました。センターの裏に出

ていたシイタケも炊きこむことに。年長者が声をかけながら皆で協

力し、自分たちでおいしい秋の夕食を完成させました。 

２日目は稲刈りを行いました。稲刈り鎌を持ち、田んぼの１／３を手刈りで、

そのあとは機械で刈ってもらいました。少し大変な手作業に初めは気乗りしな

い様子もあった参加者の子どもたちですが、いざ始まると集中して作業し、機

械で刈り始める頃には「全部手作業でやりたかった！」という声もありました。 

秋の恵みを様々に味わう２日間となりました。 



 

 

  

場所：南砺利賀みらい留学センター 

【田んぼ】今月の田んぼは、天候に悩まされました。稲刈り以後、稲架に掛け

て天日干しをしていたのですが、脱穀の時期が近づく頃に「そろそろ明日は雨

予報だし、稲を避難させねば…」と思った時には既に雨が降ってきてしまいま

した。１０月５日(土)に行う予定だった脱穀の日取りは何度も狂うことになり

ました。 

ようやく、１０月１０日(木)に後期課程の子どもたちが脱穀を体験しました。

その後１０月１４日(月)に前期課程の子も入って全員で足踏み脱穀機と唐箕を

使っての脱穀作業を行いました。合計で４時間程作業をしましたが、脱穀でき

たのは全体の４分の１程度でした。 

２１日(月)に地域の方からコンバインをお借りして、機械での脱穀も体験し

ました。１時間余りで残りの稲は全て脱穀され、機械のスピードに子どもたち

は「すごい…」と圧倒されていました。 

収穫したお米は、１１月１６日に行う収穫祭で祭壇にお供えしたあと、皆で

いただく予定です。さて、今年は何キロのお米がとれたのか職員も子どもたち

もみんなで楽しみにしているところです。 

【畑】10月 5 日にサツマイモを掘りました。「芋ほり好きなんだよね」とこの

活動を楽しみにしていた留学生も。協力して次々に掘り出しながら、「スイート

ポテト食べたい」「焼き芋がいいなあ」とほくほくしていました。また、大切に

育ててきた長ネギも、子どもたちが体験活動でつくった呉汁や保護者が来園し

た時の汁物などに少しずつ使っています。 

10/5 畑:サツマイモ堀り 

10/10田:脱穀(後期課程) 

10/14田:脱穀 

10/21田:脱穀(ｺﾝﾊﾞｲﾝ) 

10／20 保護者来園行事(餅つき) 

利賀学舎の文化祭「金剛祭」の参観のため留学生の保護

者が来園し、翌日は皆で餅つきを行いました。順番に杵を

もち、もち米をつぶしてつきました。できたお餅は丸めて

あんこやきなこ、大根とからめて昼食へ。春に留学生が採

ったよもぎの餅も「きれいな色！」「よもぎの香りがしま

すね」と保護者に大好評でした。お腹いっぱいお餅を食

べ、残った分は保護者のお土産に。親子や兄弟が皆で集

い、おいしくにぎやかな時間になりました。 

11 月 16 日(土) 

13：30 子ども民謡（子ども民謡保存会） 

地元利賀の小学生で、利賀村の民謡を披露します。 

14：00 体験発表（留学生） 

  利賀村で生活しながら体験してきたことや、留学生全員で取り

組んできた太鼓の演目を発表します。 

11 月 17 日(日) 

11：00 模擬店(～14：00) 

12：00 ご当地クイズ大会 

13：00 留学生太鼓・踊り 

留学生と保護者が、日頃の感謝を込めて模擬店(かしわめし、あん

ばやし、フランクフルトなど)を出店します。留学生の出身地にまつ

わるクイズ大会や、留学生の太鼓や踊りの発表もあります。 
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ぜひお気軽に 

お越しください！ 
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利賀村山村留学制度が発足して、早や 4 年目となり

ましたね。私は、検討会当時よりご縁を頂き、利賀みら

い留学センター初代の令和 3 年度は、調理補助や宿泊

時の指導員補助等も少し関わらせて貰って、留学生との

触れ合いを楽しませて貰ったのが、昨日のことのように

感じています。 

現在も当初から継続してセンター内の清掃業務をさ

せて貰っています。日頃より、留学生が丁寧に掃除して

いるので、定期的お手入れで励んでおります。 

老人クラブの

旅行にて。左か

ら４番目が芳

江さん。留学セ

ンターのお手

伝いだけでな

く精力的にい

ろいろなこと

をなさってい

ます。 

  ῇ′ ►  
※留学生を見守り、支えてくださっている 

地域の方から、メッセージをいただきます

♪ 

‹⁮΅   ※留学生は利賀の四季を体感する定「地」定点観測のため、毎朝外に出て「朝のつどい」を行って

います。朝のつどいでは、自然にまつわる声かけを指導員からひとつ。記録の一部を紹介します。 

１０／７（月） くもり 気温：１７℃ 【零余子】 

・むかごの漢字表記。零余(れいよ)は残りわずかという意味。 

・「むかご」という言葉自体の由来は明らかになっていないらしい…。 

１０／１８（金） 晴れ 気温：１４℃ 【昨晩の満月】 

・前日の晩は今年一番月が大きく見えるスーパームーンで、月明かりがとても明るかった。 

・アメリカでは１０月の満月は狩猟の始まる時期になぞらえてハンターズムーンと呼ばれるとか。 

 

夕方、センターに向かって歩く生徒たちは、どんな悪天候にもめげず逞しく集団で歩く姿に元気を貰っ

ています。地域に子供達の姿が見えることは有り難い事です。私は、村内で保育園児から小学生までの延長

保育をしながら、幾つかの役員も受けて励んでいる所です。これからも地域の一員として、皆さんの成長を

見守らせてくださいね。 

あけびと並び、留学生お気に入りの 

山のおやつです♪ 


